
 

 

2021年４月 28日 

各   位 

会 社 名 ダントーホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役社長  賣 間 正 人 

（コード番号５３３７ 東証第１部） 

問合せ先 常務取締役    前 山 達 史 

（ＴＥＬ (06)4795-5000） 

 

第 193期第３四半期報告書の訂正報告及び 

2020年 12月期第３四半期決算短信の訂正に関するお知らせ 

 

当社は、本日付で、下記のとおり第 193 期第３四半期報告書の訂正報告書を近畿財務局長に提出すると

ともに、2020年 11月 13日に開示いたしました「2020年 12 月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」

の一部を訂正いたしましたので訂正後の 2020 年 12 月期第３四半期決算短信についても公表いたしました

ので、お知らせいたします。 

株主及び投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様にご迷惑とご心配をおかけしますこと、深くお詫び申し

上げます。 

 

記 

 

１．訂正の経緯及び理由 

SRE Mortgage Alliance Inc. の現地（米国）監査法人による期末決算監査において、既存株主の現

物出資による増資時の資産評価を第三者の鑑定評価に基づき算定しておりましたが、評価額の修正を

指摘されました。また、SRE Mortgage Alliance Inc.の営業収益に含まれる不動産を活用したオプシ

ョン取引について、現地監査の結果、契約が完了するまで収益計上は認めず、負債（前受金）に計上

する会計処理の見解が示され、現地監査法人の指摘及び見解に基づき決算修正を行ったことにより純

資産額が減少し、当社グループが第三者割当増資引受の際の取得時純資産評価額についても修正する

必要が生じ、通期の連結決算において負ののれん発生益171百万円が消滅し、のれん（無形固定資産）

334百万円の計上に修正することになり、連結財務諸表には反映しておりますが、当第３四半期連結決

算においても同様の修正を行い、より正確な開示を期すために訂正することが望ましいと判断し、訂

正することといたしました。 

 

 ２．訂正した四半期報告書 

    第193期（2020年12月期） 

第３四半期報告書 （自 2020年７月１日 至 2020年９月30日） 

 

 ３．訂正した決算短信 

2020年12月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

 

 



 

 

 

 ４．訂正による業績への影響 

【連結財務諸表】 

第193期（2020年12月期） 

                                        （単位：百万円） 

期間 項目 訂正前 訂正後 影響額 増減率 

第３四半期 

売上高 4,144 3,890 △254 △6.1 

営業利益 △651 △755 △103 ― 

経常利益 △684 △788 △103 ― 

親会社株主に帰属 
する当期純利益 

△53 △323 △270 ― 

総資産 18,616 18,447 △169 △0.9 

純資産 11,087 10,247 △839 △7.6 

 
以  上 


